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日々の活動を配信中！ 

作りが必要であると考えます。とくに、浪速区では
本年４⽉より中学校の新⼊⽣から学校選択制がはじ
まっています。そして、来年４⽉からは⼩学校の新
⼊⽣にも学校選択制が導⼊される予定です。 

しかしながら、浪速区役所で発⾏された選択制に
関わる学校案内には「選択制で地域外の学校を選ん
だ⽣徒に関しては、安全確保は保護者の責任です」
と明確に書かれています。この事が来年の⼩学校の
新⼊⽣に杓⼦定規に適⽤されることが⼼配です。 

更には、統廃合で問題が浮き彫りになった通学路
の設定のハード⾯での課題や、増改築が検討されて
いる学校の通学の安全確保については、地域・学校・
建設局・警察がしっかりとした議論の上、教育委員
会が責任を持って⼦どもの安全確保に努めてもらう
事を強く願います。 

	 ③ 学 校 設 備 の 課 題 
浪速区ではこの数年で三校の小学校が閉鎖

されました。しかしながら、皮肉なことに区

内人口は増加傾向で子どもの数も増加してい

ます。今後は逆に教室不足や増築問題に頭を

美しい花のあとには「実」をつける営みが続きます 

＝あたらしい年度を皆さんとともに＝ 
 
 

抱える事案が増える事を懸念します。 
	 無理な統廃合による様々なひずみを戻

し、浪速区の将来人口の増加を見込み、

のびのびとした環境で子どもたちがすく

すくと学べるよう、適切な環境整備を求

めていきます。 

学 校 設 備 

み ま も り ・ 安 全 ① 子 ど も の 見 守 り サ ー ビ ス に つ い て 
	 新年度を迎え、⼦どもを持つ保護者にとって、通学や
放課後の児童の⾏動は⼤変⼼配です。 

昨年度、浪速区では⼤阪市２４区に先駆けて、⼩学⽣
児童に発信機付きの⾒守りタグを持ってもらい、保護者
達がスマホのアプリで児童の居場所が判る事業を開始し
ています。現在、約１，２００名の児童の内３００名が
利⽤している状況です。また、⾯積では区内の９０％が
カバーされています。今年度は児童数の半数以上の６０
０名超の利⽤をめざし、さらには全市で制度化されるよ
う展開を進めます。 

② 通 学 路 の 安 全 確 保 の 連 携 を 
浪速区では⼦どもの通学の安全確保のため地域の⽅々

が⼦どもの通学⾒守り隊としてボランティアで活動して
頂いています。保護者・地域・学校でしっかりと議論を
重ねて深化充実に努め、地域の実情にあった⾒守る体制

 ⼤阪市会議員の森⼭よしひさです。 
 桜ふぶきの後にすでに若葉が芽吹いています。新年度を迎え、皆さんにと
りまして新たな暦をはじまめられたことと存じます。 
 期待と不安が交差し、ナイーブになる⼦どもも多いと思います。しっかり
と皆さんの励ましの⾔葉をよろしくお願いします。 
 市議会の⽅では２⽉〜３⽉の定例市会の教育・⼦ども委員会において浪速
区の⼩中学校の課題と問題点を質疑しました。 
 本年度も⼦どもの声がたくさん溢れ、活気に満ちた浪速区をめざし皆さん
と共に頑張ってまいります。 
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④ 小 中 学 校 の 学 力 向 上 に つ い て 
この数年⼤阪市の公⽴⼩中学⽣の学⼒・体⼒が全国

の平均を下回るという数字がデータで発表されていま
す。いったいなぜなのか？この問題に関して私たちは
しっかりと考えなくてはならないと思います。なぜな
ら、少⼦化といわれて久しいこの時代において、学⼒
が低いと⾔われる学校は単純な競争原理をあてはめら
れ、淘汰される危険性があると⾔う事です。すなわち
廃校または閉校された学校がある地域は広域避難場所
機能や地域コミュニティの重要拠点という⼤きな財産
を失う事になります。 

⼦どもの学校選択も地域・学校の活性の低下につな
がる諸刃の剣的な制度ではないでしょうか。⼦どもの
数が減少するのは決して学校の責任ではないはずで
す。地域の町づくりの観点から年⽉をかけて⼦どもの
声が多く聞こえる受け⽫を確保する事が重要だと考え
ます。 

現在、⼦どもの学⼒においては経済格差に⽐例する

学 ⼒ の 向 上 

居
場
所 

ＪiＭiＮＳiＩＭiＮ №２６より 

 「特別区（都構想）」や合区を伴う「総合区」よりも、まず、
各区の「総合機能」を⾼め、隣接区との連携を進めることが
⼤阪市のため市⺠のための近道です。 
 きっぱり「反対」、きっぱり「いらない」と⾔いましょう。
構想論議」は頭から消し去り、論議しましょう。 
 

ように⼆極化が進んでいます。経済的に余裕があり、
学⼒が⾼い⼦どもは私学へ進学するので、公⽴学校
のデータには反映されません。 
昨年の４⽉に⼤阪市が発表した⼦どもの⽣活に関わ
る実態調査で、浪速区においては⼀⼈親家庭率や就
学援助家庭の率が⾼く、経済的に厳しい家庭が多い
事がわかりました。 

区内でも⼦ども⾷堂や⼦どもの居場所事業・学習
⽀援事業など⼦どもを⽀える⾊々な地域での取組み
が更に充実する事に期待したいです。 

そして、⼦どもの学⼒向上の基本となるのは、ま
ず児童の⽣活習慣、もう⼀つは家庭の学習習慣です。
これは、⼦どもの頑張りだけでは育ちません。学校、
家庭、保護者の連携が必要です。これに向けて、私
たち保護者が⼦どものために、⼦どもたちに向き合
う姿勢を持ちましょう。 

⑤児童いきいき放課後事業の充実 
⼩学校のいきいき放課後事業は、家庭や地域で

居場所がない児童たちの居場所づくりとして、⼤
阪市としての重要な事業です。 

⼦どもたちのためにこの事業の有効な連携がで
きる、また、事業の⼈的、内容的充実も求めてい

きます。 
いきいき放課後事業とは、平⽇の放課後や⼟

曜⽇、夏休み等の⻑期休業⽇に市内の全市⽴⼩
学校において実施し、遊びやスポーツ、主体的
な学習などを通じて、児童の健全な育成を図っ
ています。 

⽀
え
る 

⑥ 学 校 を ⽀ え る 仕 組 み づ く り 
⼤阪市では、２４区中７区で「⼦どもサポート
ネット事業」が実施されています。今まで学校
だけで抱えていた課題を各区役所にＳＳＷ（ス
クールソーシャルワーカー）を配置し、学校と
連携していじめや家庭などの問題などを専⾨

的に対応していく、いわば、学校をサポートし
ていくシステムです。 
⼦どもの持つ課題が複雑化している現代、保護
者、地域、区役所、学校など⼦どもを中⼼に⽀
えるシステムを全市で作り上げていきます。 


